
山剣連第 ２０７ 号 

令和５年１月１０日 

 

各地区剣道連盟会長 殿 

 

（一財）山口県剣道連盟 

会 長 中 西  章 

［公印省略］ 

 

居合道（春季）講習会並びに五段以下審査会の実施について 

 

当剣連では、本年度の行事計画にもとづき、標記講習会を「別添１」並びに審

査会を「別添２」のとおり開催いたします。 

つきましては、地区剣道連盟会員に周知されるとともに申込み手続き等をお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添１ 

令和４年度 居合道（春季）講習会実施要項 

１ 開催日時 

  令和５年２月２３日（木・祝） 

   ○受付 ９：００～  ○開講式 ９：３０～ 

 

２ 開催場所 

  維新百年記念公園維新大晃アリーナ「レクチャールーム」  

    山口市維新公園４－１－１  ℡０８３－９２２－３７１２ 

３ 主  催 

  一般財団法人 山口県剣道連盟 

 

４ 受講資格 

○ 山口県内地区剣道連盟会員（段位は問わない） 

○ 小中学生、高校生の参加も可 

 

５ 講習内容 

  別紙１「居合道（春季）講習会等日程表」のとおり。 

※講習内容は、講師の都合等により変更することがあります。  

 

６ 講  師 

  居合道 教士八段  森重 鎭男 

 

７ 受講申し込み 

⑴ 申し込み方法 

各地区剣道連盟において、受講者をとりまとめ、２月 1７日（金）までに別

紙２「居合道（春季）講習会申込書」を山口県剣道連盟事務局に送付（FAX、

郵送、メール可）して下さい。 

⑵ 受講料 

○ 一般（大学生を含む。）２，０００円 （八段の先生は不要） 

○ 高校生以下      １，０００円 

  受講料は、受講申込みと同時に郵便振替にて送付して下さい。 

 

 

 

 

 

８ 安全対策 

⑴ 新型コロナウイルス対策 

新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、各自、別紙３「参加者チェ

ック表」を記載し、当日、受付に提出してください。 

 郵便振替   

   加入者名 （一財）山口県剣道連盟 

口座番号 ０１５５０－３－３８２０ 



※当日測定した体温を確実に記載してください。チェック表の各項目を確認

され、発熱等の体調異常がある方は、参加の見合わせをお願いします。 

また、マスクを確実に着用され、休憩時、昼食時等においては、密集とな

らないよう参加者間の間隔を十分とって下さい。 

⑵ 一般安全対策 

参加者は、各自十分な健康管理に留意して下さい。 

なお、主催者においては、講習会及び審査中に傷害等が発生した場合

は、応急措置を講じ、病院等で治療を受けられるように手配します。但

し、この場合の治療費は自己負担とします。 

また、主催者は参加者に対し、傷害保険に加入（会場への往復途上は含

まない。）します。 

   ※入院：５，０００円 通院：３，０００円 

⑶ 参加者は、健康保険証を持参して下さい。 

 

９ 個人保護法への対応 

申込書に記載されている個人情報は、山口県剣道連盟が実施する本講習会及

び審査会の運営及び当剣道連盟ホームページへの掲載等のために利用します。 

 

10 ビデオ撮影等について 

県剣連が主催する大会、審査会、講習会及びその他の行事（以下「大会等」

という。）における写真・動画の撮影及び音声の録音(以下「ビデオ撮影等」と

いう。)並びに撮影した映像及び録音した音声(以下「撮影映像等」という。)の

取り扱いについては次のとおりとするほか、各大会等の開催要項で定めるとこ

ろに従うこと。 

  ⑴ 会場において、以下の条項に従って個人利用の目的でビデオ撮影等を行う

ことは差支えないが、営利目的又は不特定多数のものに公開若しくは頒布す

る目的で、これを行うことは禁止する。ただし、県剣連から許諾を得て行う

場合はこの限りでない。 

  ⑵ 会場におけるビデオ撮影等は、これを禁止されていない場所で、運営を妨

げないような機材、方法によることとし、他人に迷惑を及ぼさないようにす

ること。 

  ⑶ 会場における撮影映像等及びこれらのデータについては、有償、無償に関

わらずこれを不特定多数のものに配付したり、またはインターネット上やそ

の他の方法でこれを公開して拡散したりしないこと。ただし、県剣連から許

諾を受けて行う場合はこの限りではない。 

 

11 その他 

⑴ 「全日本剣道連盟居合の解説書」、「居合道試合・審判規則並びに細則」を

持参して下さい。 

⑵ 受講証明書を持参して下さい。 

⑶ コロナ感染拡大予防のため、弁当の斡旋は行いませんので、各自でご用意

下さい。 



  



別紙１ 

居合道（春季）講習会等日程表 

令和５年２月２３日(木・祝) 

９：００～ ・受   付 

９：３０ ・開 講 式 

９：３５～ ○居合道講話 

 （教士八段 森重 鎭男 講師） 

１０：０５～ 休   憩 

１０：２０～ ○全剣連居合 

 

１２：００～ （昼   食） 

１３：００～ 

 

 

 

○段別指導 

 Ａ班：古流研究（初伝） 

 Ｂ班：全剣連居合 

 Ｃ班：全剣連居合 

１３：４５～ 休   憩 

１４：００～ ○段別指導 

Ａ班：古流研究（中伝） 

 Ｂ班：古流研究（初伝） 

Ｃ班：全剣連居合 

１４：４５～ ・閉 講 式 

１５：００～ ○五段以下審査会  

１６：３０ ・閉 会 式 

※ 講習内容は、当日変更することもあります。 

○班分け 

  Ａ班：七段、六段の者を対象 

  Ｂ班：五段、四段の者を対象 

  Ｃ班：三段以下の者を対 

  



 

 

 

 

別紙２

（　　　　　）地区申込責任者氏名

電話

称　号 住　　　　　所

段　位 電　話　番　号

☏

☏

☏

☏

☏

☏

☏

☏

☏

☏

居合道（春季）講習会申込書
令和５年　　月　　　日

ＮＯ 氏　　　名 年齢 職　　業

1

2

3

4

5

6

7

8

※令和５年２月１７（金）までに山口県剣道連盟事務局に送付願います。

9

10



 

 

  

別紙３

年齢 住　　　所 電話番号

ありなし

1

2

3

4

5

6

○

（下記は該当に○を記載）

※各地区剣連及び地区の団体主催の行事で感染報告を受けた場合は、県剣連(083-932-
5072)へ速報

※主催の責任者（事務局を含む。）へ速報

2

3

4

　新型コロナウイルス感染症陽性とされた方との濃厚接触

　同居家族や身近な知人に感染が疑われる方

　参加後１週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合の報告

確認☑≪報　告　事　項≫

　水分補給できるものを持参

　不必要な会話、大声での会話の禁止

≪参加見合わせ、チェック項目≫

≪携行品・遵守事項、チェック項目≫ 確認☑

　体調不良
（例：発熱・味覚障害・咳・咽頭の違和感や痛み・頭痛などの症状）

　過去１４日以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている
国、地域等への渡航又は当該居住者との濃厚接触

※上記「あり」に○のある方は、参加の見合わせをお願いします。

1

下記は、確認後✔してください。

参加者チェック表（剣道・居合道・杖道共通）

氏　　名 当日体温

※行事参加当日受付で提出ください。

　手・指の消毒液の携行

　マスクの携行・着用（剣道は、面マスク・普通マスクの２種類）※マスクは必ず着用

　面にマウスシールドを着装（剣道のみ）

　前後・左右に十分な間隔（１ｍ～２ｍの間隔、３密の防止）



別添２ 

居合道五段以下審査会実施要項 

 

１ 期  日 

令和５年２月２３日（木・祝）午後３時から 

（受付時間 午後０時００分～同３０分まで 時間厳守） 

 

２ 場  所 

  維新百年記念公園 維新大晃アリーナ・レクチャールーム 

 

３ 審査方法・科目 

⑴ 審査方法 

全日本剣道連盟称号・段位審査規則及び（一財）山口県剣道連盟剣道・居

合道・杖道称号・段位審査規程による。 

⑵ 審査科目 

  実技、学科（学科は、Ｂ４版原稿用紙に記載したレポートを受付時に提出） 

 ※学科試験の問題は、別紙「令和４年度昇段審査等学科試験問題」のとおり

であり、試験問題下方に記載された注意事項を厳守してください。 

 

４ 受審資格 

  地区連盟の会員であること。 

 

５ 必要経費 

⑴ 審査料（申込時） 

初段 ３，５２０円、二段 ４，９５０円、三段 ６，０５０円 

四段 ７，１５０円、五段 ８，２５０円 

なお、審査料は、事前に下記の口座に郵便振替にて払い込みして下さい。

（期限厳守のこと）   

⑵ 昇段・登録料（合格後） 

初段 １３，２１０円、二段 １１，２４０円、三段 １５，４３０円 

四段 １６，６２０円、五段 ２２，０１０円 

※なお、初段は、入会金等が含まれた金額です。 

当日徴収しません。振込用紙をお渡ししますので、下記の口座に郵便振替

にて払い込みして下さい。 

⑶ 振込先 

    郵便振替  口座番号 ０１５５０－３－３８２０                 

加入者名  （一財）山口県剣道連盟 

 

 

 



６ 審査申込み 

⑴ 申込期限 

令和５年２月１７日（金）までに県剣道連盟に申し込みをお願いいたしま

す。 

⑵ 申込方法 

「受審申込書」（剣連ホームページ様式集「Ｎｏ４ 審査会申込書（剣・居・

杖道五段以下）」をダウンロードして記載、受審料を添えて地区剣道連盟事務

担当者に提出してください。 

各地区剣連事務担当者は、受審申込書、受審料を取りまとめ、申込期限内

に県剣道連盟事務局に送付・納入をして下さい。（期限厳守のこと） 

⑶ 注意事項 

※ 申込書は、全剣連に登録する時の原本となりますので正確に記載して下

さい。 

注）名前を略字で記載されないようお願いいたします。 

※ 申込書の責任者欄に印漏れのないようにしてください。 

 

７ 安全対策 

 ⑴ 新型コロナウイルス対策 

① 受審者は、鼻と口を覆う面マスク又は不織布マスク等を着用すること。 

② 受審者は、居合道（春季）講習会実施要項「別紙 3 

 参加者チェック表」に氏名、住所、電話番号、当日測定した体温等の必要

事項を記載、確認事項のチェックを行い、受付時に提出すること。（居合道

講習会参加のため提出している者は除く。） 

なお、「参加見合わせ事項」に該当する又はその疑いがある場合は、受審

を見合わせること。 

 ⑵ 一般的安全対策 

   受審者は、各自十分健康管理に留意して参加してください。 

傷害等が発生した場合、主催者は、応急措置を講じ病院等で治療を受けら

れるよう手配する。なお、この場合の治療費は個人負担とする。 

⑶ 参加者は健康保険証を持参すること。 

 

８ 個人情報保護法の対応 

  申込書に記載される個人情報は、山口県剣道連盟が実施する本審査会の運営

及びホームページへの掲載等のため利用する。 

 

９ ビデオ撮影等について 

  別添１「令和４年度 居合道（春季）講習会要項」の「１０ ビデオ撮影等

について」を厳守すること。（インターネット等への掲載は禁止） 

  



 

段 別
1　問
2　問
1　問
2　問
1　問
2　問
1　問
2　問
1　問
2　問

2　問
1　問
2　問

段 別
1　問
2　問
1　問
2　問
1　問
2　問
1　問
2　問
1　問
2　問

段 別
初　段 1　問

2　問
二　段 1　問

2　問
三　段 1　問

2　問
1　問
2　問

四　段
｢打ち込み稽古」と「かかり稽古」の違いについて説明しなさい。

あなたの居合道修行の心構えと、安全について述べなさい。
二　段

三　段
あなたが居合道修行を続けて良かったと思うことを項目を上げて説明しなさい。

全剣連居合四本目「柄当て」の要義を記し、注意している点を述べなさい。

「正しい鍔ぜり合い」について説明しなさい。

有効打突の条件について説明しなさい。

五　段
剣道における｢攻め、崩し」について述べなさい。

審判員が「合議」を行う際の〇主審が合議を要請する場合〇副審が合議を要請す
る場合の宣告要領及び審判旗の所作について説明しなさい。

日本剣道形の打太刀・仕太刀の関係を述べ「機を見て」・「入身になろうとする」について説明しなさい。

　　　　　※　ホッチキスで右上を綴じて下さい。

杖道の修行で得るものについて述べなさい。

太刀の構えについて述べなさい。

四　段
全剣連居合五本目「袈裟切り」の要義を記し、指導上注意する点を述べなさい。

　五　段
居合道指導上の要点を五つ挙げ説明しなさい。

杖道の構えについて述べなさい。

全剣連居合七本目「三方切り」の要義を記し、指導上注意する点を述べなさい。

杖　　道

杖道を始めた理由について述べなさい。

形の重要性とその効果について述べなさい。

　　　　　※　「受審段位等」・「氏名」・「問題番号」の記入漏れの無いよう注意して下さい。

　で記入して下さい。

　て下さい。

［注　意］

令和４年度昇段審査等学科試験問題

剣　　　道

初　段
「間合い」について説明しなさい。

切り返しの目的と効果について述べなさい。

問　　　　　　　　　　　　　　　　　題

二　段
「気剣体一致」について説明しなさい。

三　段
剣道における「四戒」について説明しなさい。

「打突の好機」について五つ以上述べよ。

「残心」について説明しなさい。

　　　　　※　受験番号～受付係が記入するので、記入の必要無し。

日本剣道形の「五つの構え」について説明しなさい。

道場における礼について述べなさい。

広島県で受審、受審者で問い合わせて下さい。

A　級
公認審

判

1　問

全剣連の定める審判法講習における重点事項について列記しなさい。B・C級
公認審

判

居　合　道

初　段
あなたが居合道を始めた理由を述べなさい。

全剣連居合一本目「前」について注意することを述べなさい。

問　　　　　　　　　　　　　　　　　題

問　　　　　　　　　　　　　　　　　題

四・五段

全剣連居合三本目「受け流し」の要義を記し、注意している点を述べなさい。

　入し、３行目から回答を記入して下さい。

居合道指導者としての心構えを述べなさい。

○　答案用紙は「B４版原稿用紙」を使用し、問題毎に原稿用紙１枚（２００字以上４００字未満）に
自筆

○　答案用紙には１行目の書き出しに「受審段位等」、やや空けて「氏名」、２行目に「問題番号」を
記

※　「B４版原稿用紙」を使用していない答案用紙が散見されます。　必ず「B４版原稿用紙」を使
用し

　　学科試験は、剣道については日本剣道形、居合道・杖道、審判法については実技の合格者を対
象に実施しますが、審査受付時に答案用紙を提出して下さい。


